
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスだより 年長クラス 

富岡保育園  №１1 
    2019 年 12 月２７日  

12 月もあっという間に過ぎ、残すところあと一日となりました。その間に、保育参観・親の学

びプログラム・試食会・餅つき等、保護者の皆様には大変お世話になり、子どもたちにとっては、

なによりも楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうございました。 

保育参観・親の学びプログラム・試食会後の保護者の方からの感想を紹介します。 

「保育参観、給食試食会、お世話になりました。今回は、パパ不在で私が年長の参加でした。し

っぽ取りに陣取り、なかなかハードでしたが、子どもたちに負けじと頑張りました（笑）久しぶり

に走り回ってやや筋肉痛ですが、楽しかったです。たくさん子どもたちとふれあえてよかったです。 

親のプログラムでは、各班に分かれて子育てについて情報交換し合ったり、共感したりと・・・

いい機会になりました。毎日が戦争のような我が家ですが、”少し待ってみる“”一深呼吸して頭ご

なしに怒らない“というのを目標に頑張りたいと思います。 

給食も毎年楽しみにしています。美味しくてロールキャベツも 2 個ペロリでした。おからのサラ

ダも思っていた以上に美味しくてこれから家でも作ろうと思いました。」 

 

 「保育参観お疲れさまでした。いつも「パパと遊びたい」と言っているので、体を動かして楽し

く遊べたようなので良かったと思います。「親の学びプログラム」も思っていたよりも気軽に参加で

きる内容で、他のお母さんたちと子育ての悩みを話し合ったりと、参加して良かったなと思いまし

た。心にしみる言葉とか聞けました。 

そして、給食、おからポテトサラダ、美味しくてびっくりでした。家ではポテトサラダは食べな

い子どもたちですが、完食でした。半日、時間はあっという間にすぎていきました。ありがとうご

ざいました。」 

その他にもたくさんの感想を頂き、保育参観や育児講演会・試食会をすることの意味を再確認す

る機会になりました。ありがとうございました。 

また、その他、保育のひとコマをご紹介します。子どもたちは、様々な実体験を通して、色々な

ことを感じたり、自分の思いを様々な方法で表現したり、自分で試してみたり、一つひとつが、「子

どもって素晴らしい！！」と思える瞬間でした。 

卒園まで、残り 3 ヶ月となりました。子どもたち一人ひとりが安心して園生活を送れているかを

確認しながら、心理的な安心感、つまり「保護されている」「見守られている」「愛されている」「自

分の思いが出せる」「楽しさや喜びがある」「認められる」という実感が味わえるようかかわってい

きたいと思います。 

今年一年、大変お世話になりました。ご協力ありがとうございました。来年もどうぞよろしくお

願い致します。良いお年をお迎えください。 

中学生保育園実習 お兄ちゃん、お姉ちゃん楽しかったよ！！ 

去る 12 月 3 日に苓北中学校の 3 年生 9 人が、年長さんのクラスに保育実習に来てくれ

ました。全員富保の卒園児でもあり、大きくなった姿にびっくりでしたが、でも幼かった

時の面影はみんな残っていて、可愛くて可愛くて思わず抱きしめたくなる程でした。 

子どもたちはすぐに「お姉ちゃん！」「「お兄ちゃん！」とくっついて行って仲良くなれ

るのですから、大したものです。前半は、ホールで体を動かして思いっきり走り回り、後

半は中学生が作ってきてくれた手作りのボーリングと輪投げで遊び盛り上がりました。 

あっという間に2時間が過ぎ、別れが名残惜しくてお兄ちゃんの手を離さずにいると「ま

た遊びに来るから」と何回も優しく声をかけてくれた中学生のお兄ちゃんたちでした。帰

り際に子どもたちは、メダルのプレゼントをもらい、これまた大喜び「先生、ありがとう

ってお手紙書こう！」という声も出て、その後すぐに手紙を書きました。 

それほど楽しかったのだと思います。子どもたちにとってもいい経験でした。 

子ども達から中学生へのお手紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おねえちゃん あそんでくれてあり

がとう。とってもたのしかったです。

またあそびにきてね。 

おねえちゃんだっこしてくれてあり

がとう。 

       とみたか かのん きょうは、たのしかったです。 

とらんぷたのしかったです。こうすけく

んあそんでくれてたのしかったです。ボ

ーリングもたのしかったです。はるなち

ゃんあそんでくれてたのしかったです。

またきてください。メダルありがとう。 

   すみだ にこ 



中学生からのお手紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを良い子に育てたい・・・そう考えるあまり、声をかけ、世話をやきすぎて、依存

心の強い自立できない子どもが増えているといいます。しかし、子どもの将来を思うなら、

自分で考える力、周りの人とうまくやっていける本物の「生きる力」を身につけさせるのが

親の務めです。（内容紹介より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもの心のコーチング」菅原裕子著（ＰＨＰ文庫） 

 

① 愛だけが自己肯定感を育てる 

② 「甘えを受け入れる」と「甘やかす」は違う 

③ 愛を教える母性と責任を教える父性 

④ 朝起こさないことから始めよう 

⑤ 親は叱っているのではなく、自分の都合で怒っている 

⑥ 人の役に立つ喜びこそ副作用のないやる気の種 

～「えらいね」とほめるより「ありがとう」がいい！ 

⑦ 共感したとき、子どもは自ら動きたくなる 

⑧ どう生活するか、まず親が「枠組み」をはっきり示す 

⑨ ダメな事を言えば言うほどダメになる 

⑩ 子どもを自己実現の道具にしないで 

⑪ 子どもは完ぺきな親を求めてはいない 

以前、志岐小学校就学時 

健診の講演会でお話され

たものです。 

年中の時も、くらすだより

で紹介しましたが、再度ご

紹介します。 

先日は、保育実習として富岡保育園へ行き、とても楽しい時間を過ごさせていただきました。

本当にお世話になりました。最初は、自分たちとうちとけてくれるのかなと少し不安もありまし

た。だけど、元気いっぱいで明るい子どもたちを見て、とてもうれしかったです。久しぶりに保

育園に来て、全てのものがとてもなつかしかったです。お参りの歌もけっこう忘れていて、子ど

もたちが、「あかほんくん」を見ずに大きな声で歌っていてすごいと思いました。 

僕たちが作ったボーリングと輪投げもとても楽しんでくれてうれしかったです。みんな上手に

やっていて僕も楽しくできました。又、作ったメダルも喜んでくれ作った甲斐があり、うれしか

ったです。すべての遊びにとても元気に楽しそうに遊ぶ子どもたちを見て、僕も元気をもらえま

した。またいつか来ようと思います。本当にありがとうございました。とてもいい経験となりま

した。 

富岡保育園のみなさま、先日はありがとうございました。少しの時間でしたが、楽しくでき

ました。園児を見て、自分たちもこんなに小さかったんだと思いました。久しぶりに保育園に

行ったので、小さいころのことを思い出しました。みんなでホールを走ったり、トランプした

り大変でした。男の子たちは、元気もよく仲もよく、女の子たちはよくしゃべって楽しかった

です。みんな小さいことで笑い、毎日が楽しそうだったのでみならいたいです。 

 僕たちが作ったボーリングやわなげなども楽しんでもらい、そして、メダルをプレゼントし

た時は喜んでもらえてよかったです。僕たちもこれから受験なので、みんなのように毎日頑張

ります。ありがとうございました。 

苓北町消防出初式への参加のお願い 

 今年も、年長さんへ町の消防出初式の参加の依頼が来ましたのでご協力をお願いします。 

日程は下記のとおりです。どうしても参加できないところは、早めにお申し出ください。 

 

日時 令和 2 年 1 月 5 日 （日） 午前 8 時 30 分 集合  

午前 8 時 40 分 行進開始  

場所 苓北町農村運動広場 集合場所 コミュニティセンター前駐車場 

服装 寒くない服装 カラー帽子 消防はっぴ（園で用意します） 

※ 行進後解散 20 分ほどで終わります。 

 

 


